
子 ど も へ 向 け る 視 線

― ア イ ヒ ェ ン ドル フ の2篇 の 詩 よ り ―

藤 原 美 沙

は じめに.

去 る2007年 はアイ ヒェン ドル フの没後150年 にあた る年 であった。 しか し ドイ ツ本 土で もそ

れ ほ ど騒がれ るこ とはな く、フ ラン クフル トのゲーテハ ウスで詩人の遺稿の展示や、詩 の読 解講

座 が開かれ る程度 であつた。1現 在 では ヨーゼフ ・フォン ・アイ ヒェン ドル フ とい う詩 人の知名

度 は、その作 品の普及具合 に比べ、驚 くほ ど低い。 しか しより驚くべ き ことは、詩人 の生み 出 し

た作品が 「作者」が い るに も関 わ らず 、 「民謡(Volkslied)」 と混同 され る域 に達 して いる とい う

ことで あろ う。 この 「匿名性 」は彼の作品全体 を貫 き通 してい る特 質で もあ る。例 えば、父親 に

「の らくら者」呼ばわ りされ 、家を追 い出 され た主人公 が ヴァイ オ リンを片手 に幸運 を掴 みつつ 、

ウィー ン、ローマ を放 浪 し、つ いには愛 しい女 性と結ばれ るとい う結末 を迎え る 『の らくら者 の

生活か ら(Ausdem、LebeneinesTaugenichts)』(HKAV1,83-197)で は、作 中の どこを探 し

て も主 人公 の名 前は言及 されて いない。名前 とい う束縛 を逃 れた主人公 は、 自由に羽 を伸 ば し、

ま るで子 どものよ うな無邪気 さと奔 放 さをもって、まだ見ぬ世界へ と旅 立ってゆ く。もちろん 「匿

名曲 を携 えてい るのは人 物だ けで はない。アイ ヒェン ドルフの描 き出す 自然 描写 も、いつそ不

自然 なほどに抽象 的で、正確 な輪郭 を欠 くものである。 ある時 には世 界の秘密を語 り、ある時 に

は人 々を愕かす森 の ざわ めき。遠 くか ら聞 こえる郵便 馬車 のラ ッパ の響 き。河 の煤 めき とさざな

みの音。 これ らはほ んの一部 に過 ぎないが、こ うした 自然描写が、詩の 中にも小説の 中にも絶 え

ず繰 り返 し登場す るので ある。 しか しこれ らの自然 借写 を手が か りに して、アイ ヒェン ドル フが

物語の舞台 として一 体 どこを想 定 してい るの かを追及 しよ うと してみて も、そ の試み は意味 を無

さない であろ う。何故 な ら、具体 性を欠い た要素 によって、読者の 心の奥底にまで呼び掛け、そ

の感 清を解放す る ことこそ彼 の意図 したこ とであるの だか ら。EberhardL舂mertは 上記 のよ

本稿では以下のテクス トを使用する。EichendomJ(鵬phvon:S舂tlicheWerke.躍 吻酎 曲'tische

Ausgabe.Hrsg.vKuschundAugustSauer(seit1962:vonHe皿annKonisch;seit1978gemeinsammit

HelmutKoopmann),Regensburg1908ff.;seit1970Stuttgart.酪 記号HKAに 巻数と頁数を付P¥
1h晦://www lgoethehaus楠 通eんe㎜s謝t㎜gen肋endor庄pdf(20,08.2008)
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うな 「匿 名・性1の 効果を 「空の器(Hohlgef葹)」 と名づ けた。2読 者は アイ ヒェン ドル フの作品

を読みなが ら、この 「空 の器 」の中へ と、自分 自身 の景色 と感情 を注 ぎ込 んでゆ くことにな るの

で ある。それ はすなわち、自己 との対話 、自身の奥底 に眠 る真実 を呼び覚 ます行為 に他 な らない。

それでは、自己内部への探求の行き着 く先は一体 どこであ るとい うのか。それ は個 人個人の最初

の記 憶、す なわ ち 「子 ども時代」ではないだろ うか。アイ ヒエン ドル フ自身 も幼少 時の体験や記

憶 を基盤 とし、 オーバー シュ レジエ ンの故郷を、形 を変 えて絶 えず 詩作の 中に登場 させ てい る。

彼 の作品全体の基調 が、終始崩れず一貫 した体 を保 つてい るのは、一 重に この 「子 ども時 代」の

存在故であ るのだ 、それ では、彼が 「子 ども時代1に どの よ うな役 割を付与 しているのか を、1819

年 の短編 小説 『大理石像(DasMarmorbild』(HKAV1,29―82)を 例 に とつて見 てみ よ う。 こ

の物語は、端的 に言 えば、キ リス ト教的 な敬度 さが異 教の誘惑 に打ち勝つ とい う図式を組 み込ん

だ もので ある。 その ような場面で は、主人公 フロー リオの 「子 ども時代 の記 憶が頻 繁に立 ち上

ってくるのだ 、フmリ オが ヴィーナスの城 へ誘われ 、異教の力 に無意識 の内に屈 しかけてい る

場面 で、以下の よ うな描 写が見受け られ る。

そ の時突然、外の庭か ら不、思議で美 しい歌声が聴 こえて きた。 それ はフロー リオが子

どもの頃 に暫 し耳に した もので、繰 り返 され る旅 の絵 巻物 の中で、 ほ とん ど忘 れて し

まった、あの古い敬度な歌であった。(HKAV1,70)

この 「古い敬度 な歌(einaltesfirommesLied)jが 、 「子 ども時 代」 とい う、世界 に染め られて

い ない無 垢な状態 と密接 に関わってい る点に注 目す るこ とがで きよ う。そ して、この記 憶に感化

され て呼び覚ま され る次の 「子 ども時代」の記 憶は以 下の通 りで ある。

そ の時、外の歌 の響きに さそわれた よ うに、昔 、ほんの小 さい子 どものころに、故郷

の家でその よ うな絵を何度 も見た記 憶が、突然 彼をおそ った。 そ こでは世 に も美 しい

婦人が、 同 じ衣装 を身につ けて、ひ とりの騎 士を足 もとに したが え、その背景 には、

さきほど眼 に した外の庭園の よ うに、あまたの噴 水 と整 え られ た並 木道の ある、ひろ

い庭園がひか えていた。ル ッカや、そ の他の よ く知 られ た街 街の風 景をえがい た絵 も、

家 で見た こ とを彼は思い出 した。(HKAV1,70f.)

「世にも美 しい婦人 」とい う箇所 は一 見、ヴィーナ スの存 在 と結び 付ける こともで きよ うが、彼

2L舂mert ,Eberhard:EichendorffsWandelunterdenDeutschen.In:Steffen,Hans(Hrsg):Diedeutsche
Romantik.伽 峨FormenundMotive.(蔕ttingen1978,S.237.
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女が、幼 き 日の記憶 を語 るフ ロー リオを激 しく拒否 する点 を考慮 する と、やは りこの記憶は歌の

場合 と同様 に敬 度なカ を携 えた もの として考 えたほ うが良い。

上記 のよ うに、アイ ヒェン ドル フの描 き出す 「子 ども時代」が 、敬 度な る世界 と深 く結びつい

た関係 性を我 々に提示 してい るで あろ うこ とが 『大理石像』の例 か ら垣 間見え るのであ るが、そ

のよ うな 「子 ども時代」 を内部 に秘 めた最 たる人物 と して、 『の らく ら者 の生活 か ら』の主 人公

をあげる ことがで きる。彼 は大 人の体 の中に永遠 の 「子 ども心」を宿 しているがゆえに、神の庇

護 のも とで歩み続 けるのであ る。

しか し、本論で はその こ とについて言及す る前 に、アイ ヒエン ドル フが 「子 ども」 とい う存在

その ものに どの よ うな視 線を向 けていたのかを検 証す ることにす る。

アイセ エン ドル フは敬 度なカ トリック教 徒であ り、彼 の様々な作品において も、人生 の終焉 に

おける救 済 とい う観 念が最 終的 な 目的 として常に据 えられてい る。注 目に値す るの は、その観念

が例外 な く 「子 ども」な る存在 とも密 接に結びついてい ることで ある。しか し、彼 の物語 の中で、

例 えばゲーテの 『ヴィル ヘルム ・マ イス ターo;修 行時代(WilheLnMeistersLehrjahre)』 に登

場 する ミニ ョンの よ うな、個 性を確立 している 「子 ども」 が登場 する ことはない。 よって、アイ

ヒエン ドルフの詩 よ り、個体 としての 「子 ども」に焦点 を当て られた 『病気 の子 ども(1殆5幡 θ

血(の 』(HKAI,405f)と 、 『名 づ け子の最初 の誕 生 日に(伽 αηPatenzuseinemersten

Geburtstage)』3の 二つ の作品 を取 り上げ、検証す る。

1.18、19世 紀 ドイ ツ文学 にお ける 「子 ども」 の描 写

そ もそ も 「子 ども」が、現在 我 々が認識 して いるよ うな成 人に至 る一つ の成長段階 として認 知

され るよ うにな ったのは ごく最 近の ことで あ り、中世 にお いては小 さな大人 とい う認識 が され て

いた。4大 人へ 至 るための 「教 育」 を施す対 象 と して、 「子 ども」が注 目され るよ うになつたき

っかけ と して、ル ソーの 『エ ミール(Emileoudeleducation)』 を挙 げるこ とができよ う。 し

か し、本 論では詳 細 な子 どもの受容史 は省 くことに して、まずは、知 性 も体躯 も大人 に満 たない

この未 熟な存在 は、文学 において どの ように描写 されてきたのか、 とい う点に注 目す る。アイ ヒ

ェ ン ドル フの生 きた18、19世 紀 に焦点 をあて て見 てみ よ う。

シ ラーの 『素朴文 学 と情感文 学につ いて(伽r刀 ∂f田㎜ ゴ8θ伽 α1㈱ 凶 θ鋤6㎜8)』 にお

いては、 「子 ども」は以下 のよ うに位置づ け られ てい る。

3EichendomJosephvon:S舂tliche(渤 励ね―触 岡 ロ.Bd.12.Hrsg.vHartwigSchultz.FYaukfiutam

Main2006,5.469E
4「子ども」の受容史に関 しては、ア リエスの著書を参照 されたL艫t ィリップ ・ア リエス 『〈子供〉の誕生

アンシァン ・レジ」ム期の子供 と家族生活』(杉山光1言/杉山恵美子 訳)み すず書房1985年 、
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子 どものなか には素質 と使命 とが、我々の なか には実現 が示 され ている。 そ して後者

はつねに前者 よ りは るかに劣 るもの なの規 それ で、子 どもには 一 実 現 され た もの

で はないが、課せ られた 一 理想が 現れて いるので あ り、我 々 を動 かす ものは、決 し

て子 どもの貧弱 さや制限の観 念ではな く、ま った くそ の反 対に、そ の純粋 で 自由なカ、

そ の無暇、そ の無限 性の観念で ある。それ ゆえに、道徳酌 でまた感 受性 を備 えたひ と

に とって、子 どもは神 聖な対象であ る。す なわ ち、理念 の大 きさに よって経 験のすべ

ての大き さを滅ぼ して しま う対象で あ り、悟 性の判断 においてな にを失 お うとも、理

性の判断 にお いてふたたび豊かに取戻す よ うな対 象なの である。5

ここでは、それ まで人間 として認識 され ていたか ど うかもあや しい 「子 ども」 に、感 情の根源

を孕 んだ存 在 とい う意 義が与 え られ た ことが示唆 され て いる。 「子 ども」た ちの個 々の 性質が排

除 され、彼 らは、ひ とつの 「神 聖な対象」へ と収束 してい る。

ドイ ツロマ ン主義においては、た とえ}薫 〉レダ リンは 『ヒュペー リオ ン(Hyperion)』 の 中で 、

無垢 ゆえにいかな る抑制 もきかない、死す ら届か ない崇 高 な存在 と して 、子 どもを定義づ けて い

る。6ま た、ノヴァー リスの 『ザイスの学徒(DieLehrlingezuSais)』 において は、子 どもは無

知 と無邪気 さとに結 びつけ られ、それ ゆえに 自然 の脅威 におび やか され ない幸 福な存 在 とみな さ

れて いる様子 が窺 える。7同 作の登場人物 である 「先 生」は 、一人の 「子 ども」 を旅 に立たせ 、

その子が戻 つて くる時 こそ授 業の終わ る時で あると断 言 してい るのだが、8そ れは ノヴァー リス

が 『花粉(Bl�enstaub)』 で記 してい るよ うな 「子 どものい る ところ、そこに黄金 の時代 は存在

す る」9と い うことを思い出 させる箇 所であ ろ う。

このよ うに、ヘ ルダ リンもノ ヴァー リスも 「子 ども」 たちを 「神 々 しい(96tthd1)」10存 在 と

して表現 してい るとい える。

しか し一方で、1815年 か ら1848年 にかけての、ビー ダーマイヤー と呼ばれ る時期ほ ど 「子 ど

もの死」 とい うテーマが扱 われ た時 代はなかつた。F`riedri(ihSengleが 述べ るよ うに、故郷や 家

や家 族の うちに安息 を見出そ うとしていた ビーダーマイ ヤー期 の詩 人た ちにとつて、父 なる神 と

5シ ラー 『美学芸術論 剃(石 原達二 訳)冨 山房百科文庫1993年 、232頁 、LSchiller,JohannChristoph

FriedrichvonﾜbernaiveundsentimentabscheDichtung.Hrsg.vWilliainMainland.Oadord1957,5.4.]
6H61de血 馬F酉ed血h;Hypehonode耳DerE肥mit血Ghechen㎞ 己In:Werke/Fiiedn'chH�derlin .Bd.2

Z�ich1944,5.11.

Novalis:DieLehrlingezuSais.h1:NoualisWerke.Hrsg.vGerhardSchulz.M�chen1969,Sl105l
aEbd ,S.96f.
9Novalis:VermischteBemerkungen[Urfassungvon<Bl�enstaub>11797-1798 .In:Eb(i,5.346.
ioH�derlin,a.a.0.
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母 なる大地が無 垢な子 どもの死 を要 求す るこ とは、新 たに発 見された不安 であ り、衝撃 であつた。

それ を克服す るた めには、糊IJの 、精神的 、詩的、そ して宗教的な労苦 が必 要 とされ たのであつ

た。11

では、この よ うな時代の流 れ、そ して傾 向の影響 のも とで描 き出され たアイ ヒエン ドル フの子

ども像 か らは どの よ うな一面 が垣 間見 えるのであろ うカ㌔

2.死 にゆ く 「子 ども」 たち ― 『病気 の子 ども』

詩 の内容に入 ろ う。『病気 の子 ども』は7連 か らなる詩 で、1835年 の ドイツ年刊詩集 に、当時

部分的に公開 され ていた 『わ が子の死 に寄 せて(Auf'meinesKindes7�)』(HKAI,271・278)

とい う連詩 との関連 で成 立 した もので ある。 この連詩 は、1832年 に2歳 で亡 くなつたアイ ヒェ

ン ドル フの娘 アンナ=ヘ ドヴィ クの死 を悼ん で書 かれ たものであるが、そ こに登揚す る 「子 ども」

はア ンナその人 が描 写 されて い るとい うよ りは、死 とい う暗い道筋 を一人 で通 って真 の故郷へ辿

り着いた、ひ と りの 「子 ども」の象徴 の よ うに思 われ る。 そ してその 「子 ども」の救 済を、この

世で嘆 き悲 しむ 父親 が認 識す る ことによつて、また彼 自身 に も救済の可能 性が示唆 され る、 とい

う流れ を見せ ている。その手書 き稿 には、「春 、子 どもが家 の敷 居の前 に座 って いる」とあ り、『わ

が子の死 に寄 せて』 と後 述の 『病 気 の子 ども』の は じま りが、似 たよ うな描 写 となっている。す

なわ ち両作 に登揚す る子 どもは、救済 への道をゆ く一人 の 「子 ども」 とい う枠 組み にはめ込む こ

とがで きる といえる。

『病 気の子 ども』 に移 る前 に、10篇 か ら成 る連詩 、『わが子の死 に寄 せて』の第1篇 前半部分

を見てみ よ う。成 立年の異 なる10篇 が1837年 に一つ の形 をもつて公 開され るに至 ったので あ

るが、第1篇 の草 稿が、『子 どもの生 と死 、あ るフ ァンタジー(DesKindesLebenund7bd.Eine

Phantasie)』 とい う題名 の下、1814年 とい う目付入 りで発見 され てい る。 よって この第1篇 の

み、アイ ヒェン ドル フの娘 の死 との 関連性 を持 たないこ とになる。それ にも関わ らず連 詩の始 め

に配置 され てい るの は、彼 の 中の 「子 ども」の位置づ けを明確 にしてお くた めだ と推測で きる。

1814年 の草稿 か ら、公開 にいた る1837年 まで、この位置づ けが変 わ らなかつた とい うことは、

10篇 の詩が 時間の隔 た りを超 えてなお、―つ の連 詩 として なんの違和感 もな く成立 してい ると

い う事実 か らも見 て取れ るで あ ろ う。第1篇 前半部分は以下の とお りである。

春 の輝 きの中、子 どもが外 で遊ん でい た、

喜 んで、そ してた く さん の もの を見ていた、

11Se㎎ 】e
,囲e(舳:β1ヒ短1θm2θiθ㎜ 乞ηθロ破力θ五iteraturimS,vannungs%1げ㎜'schenRestaurationun(1

Revolution1815-1848.Bd2.Stuttgart1972,5.553.
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どうやって野がほのめくのか、どうやって水が流れ行くのか ―

そこに夕べが木々の問を通って入り込んできた、

あらゆる美しい形象をもつれさせる夕べが。

そしていまやあたりがこんなにも静かになると、

谷々から秘密の歌声が聴こえてくる、

まるで哀愁でもつて世界を抱きしめようとするかのように、

色彩は消え失せ、世界は蒼白となる。

子どもは大いに驚いて訊ねる。「ああ、これはどういうこと?」

そしてその子は夢見ながらざわめく野の中へとその身を横たえる。

すると花々がその子の胸に涼やかに触れ

その子は微笑みながら甘い痛みを感じている、

そして大地が、母なる大地が、美しくも青白く、

その子に口付けをして離そうとはしない、

その子は心から母のふところにその身をよせる

そして暖かく柔らかい、大地の下で祈っている

静かに、花と苔の下で。一

はじまりの5行 は過去形からなつており、この世界で生きていた子どもの様子を描写している。

そして6行 目以降は死にゆく子どもを、宗教性を伴う自然描写とともに描いているといえよう。

詩人は、生のある今という時が、美しい形象に満ちた華やぐ時間であるということを示すために、

伝統的にそして意図的に、はじめに 「春(Fr�ling)」 という単語を配置している。それは生命

の光を灯した時間帯でもある。しかし 「夕べ(Abend)」 の到来により、世界は音と色を失つて

いくことになるのであるが、これは一人の子どもの命が消えかかつていることとも連動する。子

どもの魂は無意識のうちに体を離れ、自然の庇護のもと、母なる大地へと還つてゆくのだ、この

1篇 のうちで子どもが感じているものは喜びと、哀愁をおびた甘い痛みである。そこに自然の脅

威は存在しない。子どもが捉える死は、まるで親のふところで安らぐようなものなのだ。知性が

まだ感覚を凌駕しない段階で、大地は子どもにとって母親となり、まどろみの中で自然との融和

が達成されているのである。この融和こそが、アイヒェンドルフが絶えずうったえてきたことで

あるが、詳しくは後で述べることにしよう。

それでは1835年 に成立した 『病気の子ども』を、『わが子の死によせて』の第1篇 を基盤と

して、―連ずつ見ていくことにする。第1連 はまるで歌うような調子で始まる。
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あたりはこんなに明るくて

太陽はこんなにも暖かかった

その子は敷居で目に当たっていた

病気で貧しい子

「明るい(hell)」、「太陽(Sonne)」 、「暖かい(WaYTTI)」 といつた言葉で想起させられるのは、

友好的でポジティブな雰囲気であるが、その直後に 「敷居(S(hwelle)」 というモティーフが登

場することで事態は一変することとなる。とりわけタイトルにも見られる 「病気の(krank)」

という単語が、ここで登場する 「子ども」と密接に関わりあう。病気の背後に隠されているのは、

死という抗い難い力である。つまり、「子ども」が座っている敷居とは生の世界と彼岸とを分け

る境界線だとい うことが示唆されているのだ。成立年1810年 と想定される詩、『詩人の春

(別"chter艘ilzliug)』(HKAI,80f)に も病気を患つた人と敷居のモティーフが登場する。「病人

が敷居を越え/よ うやくまた暖かい/外 に出て胸と腕を伸ぱすとき/四 肢は生命の波に洗わ

れて/ぱ っと明るむ、(…)」しかしこの詩においては、『病気の子ども』とは対照的に、病人が

再び生の世界へと戻っていく様子が描かれているのではあるが。敷居を越えて進み出た世界での

生は、天から降り注いでくる新 しい生命なのだ、それは、かの 『のらくら者の生活から』の冒頭

で、放浪の旅に出ることになる前、主人公が敷居でくつろいでいる場面を騒 とさせる。

話を 『病気の子ども』へ戻そう。この子どもは病に侵されて、この世と彼岸の境界である敷居

の上にその身を置いている。そして第1連 では過去形が用いられており、先に挙げた 『わが子の

死によせて』で述べたように、この子どもがもはやこの世には存在していないことを暗に示して

いるのである。この詩における外の世界がどのように描写されているかは、第2連 以降で明らか

になる。

今日は日曜

みな身綺麗にして谷に沿つて歩いてゆく

その子はみなに挨拶するけれど

誰もありがとうと言わない

ここで 「日曜(Sonntag)」 、「挨拶する(griiﾟen)」 「感謝(Dank)」 という言葉に注目してみ

ると、この人々はみな教会へと向かっているのだと推測することができよう。しかし、朗らかで

敬度な空気に包まれているべき場面で、病気で貧しい者の存在を無視し、通り過ぎるという行為

が示されていることにより、異様な世界が浮き彫りになる。ここで世界のネガティブな側面が表
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現 されている と捉 えることもで きるが、子 どもがこの場面で既 に死のカ に引き摺 られ てお り、生

と死の狭 間で夢 を見 てい るよ うな状態 ゆえに、誰 に も気付かれ ない と考 えるこ ともでき るのでは

ないだろ うカ㌔ 俗 世界にお けるこの病気 の子 どもの位置づ けが 明確 に なった後 に、視sは 一度遠

くの世界へ と向け られ る。そこで描 かれ るのは、この世の生 に歓 喜 している他 の子 どもた ちの様

子である。第3連 は以下の通 りであ る。

た くさんの子 どもた ちが遠 くで叫び 声をあげ る、

世界は こんなに も素晴 ら しい!

その子 も外へ と歩き出た が

疲れて野に崩 れ落ちた。

第2連 で は沈黙が支配 していたの とは対照的に、ここで は遠 くか ら幸 福な子 どもた ちの声 が響

い てくる。病気の子 どもに関す る箇所 が過去 形で言及 され てい るのに対 し、第2連 の人々 も、第

3連 の子 どもた ちも現在 形をとってい る。 しか し、現在 形に も関わ らず 、主語が複 数形 を とるこ

とで個々の存在 を曖昧に し、病気 の子 どもとい う存在 の孤 独を よ り一層 際立たせてい るのである。

病気の子 どもは死の力 によつて、外 の世界へ と旅 立つ こ とも叶わず、地 に くず おれ る。

「ああ、お父 さん、大好 きなお母 さん

この苦 しみか らぼくを助 けて!― 」

可哀想 な子1彼 らは死んで

草の下 で安 らっている とい うのに。

第4連 で初めて子 どもの心 の叫びが描 写 され る こととな る。孤独 と病 気 とい う苦 悩の うちに子

どもが求 めるの は、神ではな く、両親 であ る。 この よ うな叫びは1818年 に書 かれ た詩 『春 の旅

(Fr�lingsialzrt)』(HKAI,74)の 最後に も見 られ る。 しか し後者 での叫び は神 に向けた もの

であ り、信仰だ けが呪縛 を破 り、詩人 を腐敗か ら守 り、狂気 に耐 え うる力を与えて くれ る、とい

うアイ ヒエン ドル フの考 えが垣 間見 える。12そ のよ うな神 へ の信頼 を表 した叫び と同 じ効果 を、

この病気 の子 どもの叫び も内包 してい るのではないだ ろ うか。まだ神 とい う存在 を認識 す るに至

らぬ子 どもは、自分 を護 ってくれ るはずの両親へ と救 いを求 めるのだが、彼 らはす でに埋 葬 され、

地に安 らってい る。親子 とい う血の繋 が りが ここで消え表 り、真 に世界 でただ一人、孤独 とな っ

毘Pe甑Kぬus:An(lieOder(Jugendsehnen) ,DerirreSpielxnaxui.In:Sautermeister,(瓶(Hrsg.):

InterpretaiionenGedichtevonEicl2endorff.Stuttgart2005,S.85f.
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た子どもの存在は、次第に、だが明確にこの世から離れていくこととなる。続く第5連 は以下の

通 りである。

そうして野にただ一人

病気の子どもは停んでいた、

なぜその子が泣いているのか誰も聞かなかった、

誰もが自分の子どもだけがかわいいの芯

ここでは、第2連 と同様に、沈黙と人々の無関心が浮き彫りにされている。もしくは世界から

遮断された子どもが、外の理想の家族を見ていると捉えることもできるかもしれない。そしてこ

こで子どもが停んでいる場所が、両親たちの眠る野であることからして、死が確実に子どもに近

づいていることが示唆されている。この世ならぬ現象が、続く最後の二連で描き出される。

タベの鐘が鳴り響いた

すでに静まり返つた世界を通り、

神の遣いの天使たちが歌い

野を越えてやってきた

四季や一日の流れを人の一生に準えるのは、アイヒェンドルフの好んだ手法であるが、ここで

も生から死へと向かう印として 「夕べ(Abend)」 が現れてくる。そしてこれまでの連では沈黙

に徹していた世界が音に満ち溢れ出す。あたりは教会の鐘の音と天使たちの歌声で満たされてゆ

く。夕べの鐘は、迷った者に正しい道を指し示す役割を担つており、ここでは病気の子どもに死

後向かうべき道を提示しているのである。そして最後の第7連 では、ついに死を担う夜が到来し、

病気の子どもはこの世の者ではなくなつたことが明らかとなるのだ、神という存在を認識するこ

ともない子どもに、救済が訪れる瞬間である。

そして夜がやつてきて

そして全てがその子の元を去つた時、

天使たちがその子を連れていつた、

その子は今、天国で遊んでいる。

これまで病気の子どもに関することは過去形が用いられてきたが、最後の一行のみ、現在形と
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なつてい る。 これ によ り、この子 どもが病気 とい う現世 での負 担か ら解 放 され、確 実に救済 され

たのだ とい うことが明確 にな る。アイ ヒェ ン ドル フは救済 され る存 在 と して、子 どもに焦点を 当

てたのだ、この点 は 「心 を入れ替 えて子 どものよ うにな らなけれ ば、決 して天 の国に入 ることは

で きない。 自分 を低 くして、 この子 どもの よ うに なる人 が、天 の国で一番 偉いのだ 、(マ タイ に

よる福音書18:3・4)」 とい う新約 聖書 の言葉 を思い 出 させ る。

3.生 を受 けた 「子 ども」一 『名 づ け子の最初 の誕 生 日に』

さて、次に1854年 アイ ヒェン ドル フが、友人で あ り詩 人で ある レプ レヒ ト・ドレヴェスの子

ども、グ ウィ ド・マ リア ・ドレヴェスに宛てて齢 ・た詩 を取 り扱 う。『病気 の子 ども』においては、

死 にゆく子 どもが一個の救 済 され る存 在 として位 置づ け られ ていたが 、『名 づ け子 の最初 の誕生

日に』とい う題名 を冠する この謝 ま、今ま さにこの世 界での人生 が始 ま つた ばか りの子 どもへ向

ける希望が描き出 されている。 この詩 は1854年 に書 かれ た ものであ るが、公 開 され るに至つた

のは1864年 、す なわちアイ ヒェン ドル フの死後7年 が経 って か らの こ とである。彼 が草稿 の時

点で、この詩を刊行する ことを念 頭においていたのか、それ とも全 く私 的な詩 として筆 の赴 くま

ま に書 き綴 つたのか ど う斜 ま定かではない。だが どち らにせ よ、この詩の 中に、アイ ヒェ ン ドル

フが子 どもに託 した メッセージを見 ることができ る。

3連 か らなるこの詩は以 下の よ うに して始 まる。

いまだ風は歌 ってい る、木々の間 を抜 けて

窓辺 を吹 き行 く穏や かな風

遠い海か らきみ の夢 の中へ、

汝詩人 の子、風 は子 守唄 を歌 うのだ、

この世界 にお いて、子 どもの生 は今 始ま つたばか りで ある。 その子 が無垢な状態 で眠 る家 は、

まだ自然 の庇護 の も とにあ る。風が子守 唄 を歌 うこ とで、子 どもの心の奥 底に確 実に存在 してい

る無 意識 の世界が息吹き始め るのtそ して、風 とともに海 とい うメ タファーが用 い られてい る。

こ こで海 が意味す る ものは、子 どもの前に開かれてい る広い世界 であ り、子 どもはそ うした世界

へ といつ の 日か船 に帆を張 り乗 り出 していかな けれ ばな らない。世界 を意味す る海 の上で、風 の

力 に任せ あち らへ こちらへ と航海 を続け、やがて行 き着 く先 は、『病気 の子 ども』 で も言及 され

ていた彼岸 、す なわ ち 「楽園(Paradies)」 なのtこ の連 の3行 目は、1835年 に書かれ た、ロ

マン主義 の核心 に迫 つた詩、『占い棒(W�schelrute)』(HKAI,134)を 彷彿 とさせ る。そ して

この詩 の中で詠われ てい る可能 性生を秘 めて存在 してい る者 こそ が、アイ ヒェン ドル フの描 く 「子
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ども」たちなのだ』

夢を見続けている

あらゆる事物のなかにひとつの歌が眠っている、

そして世界は歌い始める

君が魔法の言葉に出会いさえすれば

世界はある種の半夢遊病的な状態にあつて、あらゆる事物の秘密に満ちた関係は確実に捉える

ことは叶わず、ただ予感しつつ認識するのみである。 ドイツロマン主義の見解によれば、現在と

いう時は、孤立された状態のもとにおかれており、詩人が出会う魔法の言葉のみが、あらゆる事

物を調和に導く眠れる力を呼び覚ますことができるという。世界を眠りから解き放てば、自然と

世界は歌い始めるのである。ロマン主義の美学、自然哲学、歴史哲学といった学問の核心を、た

った4つ の韻行で表現した上記の詩は、アイヒェンドルフの代表作ともいえるだろう。このこと

をアイヒェンドルフは 『ドイツ文学詩史(GeschichtederpoetischenI.iteraturDeutschlands)』

において、別の表現を用いて以下のように述べている。

「あらゆる」人間、感清、ファンタジーと理性を同時に顧慮している点で、ポエジー

と宗教は共通している。何故なら、感情はここではただの占い棒にすぎないからだ0

秘密に満ちた深みを携えた生命の源に対する、不思議に研ぎ澄まされた感覚といつて

もいい。すなわち、ファンタジーが、捉えた精霊を支配するための呪文である一方で、

理性は、伝承し、秩序立てることにより、精霊たちをまず真の現象という枠に縛りつ

けることができる。このような、ファンタジーと理性の調和的な共同作業は偉大な作

家たちに見ることができよう。それぞれの方法は違えど、ダンテ、カルデロン、シェ

イクスピアやゲーテなどが相当する。(HKAD【,22)

っまり、まず何よりも感清によつて生命の源の居揚所を突き止めることが前提であり、その素

質を備えた者とは詩人の魂を有する者と同義であるのだ、

『名づけ子の最初の誕生日に』に戻ろう。第1連4行 目に登場する「子守唄(S(hlummerlied)」

のモティーフは、子どもを眠りの中へ誘いつつも、現実の世界と、いずれ行き着くことになるで

あろう秘密に満ちた楽園との融和が実現することを示唆するものである。ここで呼び掛けられて

いる 「詩人の子(Dichter]dnd)」 は、アイヒェンドルフの友人の子どもその人を指しているはず

であるが、一方で、既に述べたような、眠りの中で世界の真実に辿りつく可能性を秘めた、未来
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の詩人となるべき魂を無意識のうちに宿した 「子ども」、と捉えることもできる。このような 「詩

人の子」は 「いつか(dereinst)」人生の海へと船をくりだすことになるのであるが、その時、子

どもは 「子ども」の状態を脱しており、感晴だけではなく、理性生にも支配された 「大人」へと変

化しているはずである。しかし 「子ども」は、『占い棒』で詠われていたような世界の秘密、源

を感じとるカを有しており、その前提条件のもと、理性生が加わることによって、世界の調和を見

出し得る存在となる。人生の航海とは、この調和のための行程であり、アイヒェンドルフが示す

ところのその最終目的地は宗教性と結びついた楽園なのである。そして、子どもの航海が幸福に

満ちたものであることを、彼は保証している。

第2連 を見てみよう。

けれど、いつか帆を膨らませる時

潮の干満を経て、幸福の航海、

波の響きに春の爽やかな息吹、

朗らかな心は神の庇護のもと!

子どもを乗せた船は、風の力を借り、潮の干満を経て、すなわち人生の浮き沈みを経験 しなが

ら帆を張つて大海原をゆくのだ、しつかりと風を受けて張りつめた帆が意味するものは、「波の

響き(derKlangderWellen)」 や 「春の爽やかな息吹(derlenzfrischeHau(h)」 が表現するよ

うに、恐れを知らぬ楽観主義、大胆さ、そしてなによりも若さに満ちた力である。そこには脅威

は存在しない。アイヒェンドルフが多くの詩の中で詠つた、かの春の幸楓 こ満ちた感情が存在す

るのみである。この第2連 はとりわけ、『のらくら者の生活から』にも収録されている、『愉快な

さすらい人(DerfroheWandersmann)』 という詩に通 じるものがある。この詩において、神は

その庇護のもと愛し子を遠い世界へと旅立たせ、自然の不思議な力をその眼前に広げてみせる、

ということが詠われており、この神の加護を受けた 「のらくら者」と、生まれたばかりの 「詩人

の子」との共通性を見出すことができよう。しかし、子どもを乗せた船はまつすぐに楽園へと向

かうわけではないことが以下の連で示されている。航海が途中で、思わぬ方向に向かうという事態

は、アイヒエンドルフ自身の経験から反映されたものであろう。例えば、妻に先立たれ、もがき

つつも生き続ける自らの境遇を、彼は手紙の中で船乗りに例えて語つている。

人生の船が壊れてしま?た 遭難者のように、わたしは次の島に逃れています。愛する

妻を失ったわたしは今子どもたちのところにいるのです。(HKAXH,391)
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人生の海での航海は決 して1側颪満帆というわけにはいかない。しかし、たとえ船が難破するこ

とがあっても、それが決して絶望であつてはならないということを、アイヒェンドルフは自らの

人生をもって経験したのかもしれない。

最後の連には、彼が子どもへと託す希望がみてとれる。

そして君を岸から岸へ

穏やかな風が運んでゆくだろう

いっか、わたしたちみなが憧れる

秘密に満ちたあの国へ。

第2連 、第3連 では、dereinstやeinstと いつた単語が示すように、未来が暗示されている。

自意識がまどろみの状態にある、新たに生を受けた子どもには、まだ自然の脅威は存在せず、自

然との融和の可能性が約束されているのtそ して詩人として、すでに航海を終えようとしてい

るアイヒェンドルフ自身が望むのは、無垢なる子どもの生命が、やがては 『占い棒』で詠われて

いるような世界、秘密に満ちた、しかしその秘密を解放する鍵を子どもが握っているような世界

へと辿り着くことなのである。人が無意識の状態で自然と対話できる状態、それが 「子ども」と

いう状態だと彼は捉えていたのではないだろうカ0そ して、そうした 「子ども」たちこそが、詩

人たちの夢を受け継ぐのであり、大人たちの希望を託された 「子ども」も、やがてはみな同じ場

所へと辿りつくのtこ うしたアイヒェンドルフ塀購 は、短編小説 『航海(F,ineMeerfahrt)』

(HKAV1,199-274)の ラス トシーンにも反映されている。謎に満ちたこの物語は、30年 ほど

の時間の隔たりを経た二つの物語が、互いに混ざり合いながら最後に解決を見せるという構成で

成 り立つている。主人公アントーニオの幼き日の記憶から消えることのない叔父ドン・ディエゴ

は、いまや敬度な隠者となつて一人孤島に隠遁しており、彼らの再会によつて、アントーニオた

ちがそれまでの航海で遭遇した様々な出来事の謎、特にアルマという少女の正体が明らかになる。

そしてアントーニオは彼女を伴って輝く海へと旅立つてゆくのである。

そして太陽が昇った時、船はすでに青い海へと、爽やかな朝の風に帆を膨らませて旅

立っていった。アルマは満足そうに旅の荷物を抱えて座り、輝く遠方を見つめており、

船乗り達は再びフォル トゥーナの歌を歌つた。ディエゴは次第に沈み行く島の岩壁の

上に停み、もう一度、あの朗らかな仲間たちに祈りを捧げた。そしてわれわれも彼ら

に幸福な航海を、と呼び掛けよう。(HKAV1,274)
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一人島に残って、新たな船出を見送るディエゴの姿は、子どもの船出を見つめる詩人アイヒエ

ンドルフの姿に重なる。視sは いつの間にか、旅立つ者たちから見送る側へと移行しており、恐

らくは遠くに消え行く船が向かう先として、『名づけ子の最初の誕生日に』で詩人が詠ったよう

な楽園の姿が投影されているのであろう。

4.ア イヒェンドルフの 「子ども」が意味するもの

以上、短い生を終えようとしている 「子ども」と、新たに生を受けた 「子ども」という対象を、

アイヒエンドルフがどのように扱っているかを見てきたわけであるが、どちらの揚合も一人の

「子ども」という個性を勝ち取ることはなく、無意識のうちに世界の秘密を感受することができ

る存在として描かれている。アイヒェンドルフの詠う秘密に満ちた世界とは、彼岸と同義である

が、子どもたちに約束されているのは、そうした世界への切符なのである。よって、彼らは、ア

イヒェンドルフの描き出す自然と同様に、あらゆる事象を受け入れることができる 「空の器」だ

といえよう。しかし、アイヒェンドルフによれば、感情、ファンタジー、理性の一つでも欠けた

場合、そこに調和が訪れることはない(HKADく,22)、 ということは既に述べたとおりである。

「子ども」という状態は理性が発達する前のまどろみの状態であろう。それでは上記の三要素の

統合がなされた状態とは何を意味するのか。それは 「子ども」の心をもつた 「大人」だと推測す

る。そして、そのような人物の理想像としてアイヒェンドルフが創造 したのが 『のらくら者の生

活から』の主人公ではないだろうか。この点に留意しつつ、アイヒェンドルフの 「子供」像を検

証していくことをこれからの課題にしていきたい。
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              Der Blick auf die Kinder 
 — Versuch über zwei Gedichte Eichendorffs — 

                                  FUJIWARA Misa 

Dass den Naturschilderungen in den Werken Eichendorffs durchweg die Exaktheit 

fehlt, ist vom Dichter beabsichtigt, der möchte, dass der Leser in diese Natur seine 

eigenen Erinnerungen einfließen lassen kann. Infolgedessen wird die Natur zu einem 

heiligen Ort, in dem sich unsere eigene Kindheit, in der das Geheimnis der Welt 

verborgen ist, spiegelt. 

  Die von Eichendorff geschilderte Heimat ist gleichbedeutend mit dem Jenseits, und 

das Menschenleben ist der Weg dorthin. Die erste Station dafür ist die Kindheit, die 

ausnahmslos jeder Erwachsene erlebt hat. 

  Bevor wir jedoch auf die Bedeutung der Kindheit für Eichendorff eingehen, muss 

zunächst die Rolle, die er in seinem Werk den Kindern zugeteilt hat, untersucht 

werden. 

In diesem Aufsatz werden zwei Gedichte interpretiert: 1. In dem 1835 entstandenen 

Gedicht Das kranke Kind wird dargestellt, wie ein an einer Krankheit leidendes Kind 

unbewusst zwischen Diesseits und Jenseits schwebt und durch die Harmonie mit der 

Natur zum Paradies geleitet wird. 2. In dem 1854 für ein Patenkind geschriebenen 

Gedicht Einem Paten zu seinem ersten Geburtstage wird geschildert, dass ein Kind, 

dessen Leben gerade begonnen hat, sich noch im Zustand des Schlummers befindet. 

Durch die Natur ist ihm aber schon jetzt zugesichert, dass es in Zukunft die geistige 

Heimat erreichen kann. 

  Beide Beispiele machen deutlich, dass die Kinder unbewusst mit der Natur 

harmonieren können. Eichendorff betrachtet das Kindsein als einen Zeitpunkt der 

Existenz, an dem der Mensch noch ohne Widerstand die Stimme der Natur hören 

kann. Das heißt, dass Kinder von Natur aus die Gabe der Dichter haben. 

Eichendorff ist aber auch der Meinung, dass, wenn Gefühl, Phantasie und Verstand 
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nicht zusammen wirken, sich die Harmonie der Welt nicht verwirklichen läßt. Den 

 Kindern  fehlt zwar noch der Verstand, aber wenn sie aufwachsen und ihn erlangen, 

haben sie die Möglichkeit, die oben erwähnte Harmonie zu vollenden. Das Idealbild 

dafür ist der Protagonist der Novelle Aus dem Leben eines Taugenichts, der sich die 

ursprüngliche Kindlichkeit auch als erwachsener Mensch bewahrt hat. 
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